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１．日常生活機能評価判定基準 

本調査においては、厚生労働省が推奨する「日常生活圏域ニーズ調査」に準じ、調査項

目の設定及び日常生活機能評価判定を行っている。評価方法（判定の基準）は以下のとお

りである。 

 

（１）生活機能 

①運動器機能 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 21 

問 20 

①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています

か 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 

②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ちあ

がっていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 
③15 分位続けて歩いていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 
⑤この 1 年間に転んだことはありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 21 

問 20 
⑥転倒に対する不安は大きいですか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★合計が 3 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

②閉じこもり 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 27 

問 27 
どのくらい外出をしていますか 

1 「5.週 1 日より少ない」 

0 1～4 

★1 点でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

③転倒 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 21 

問 20 
⑤この 1 年間に転んだことはありますか 

5 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 21 

問 20 
⑦背中が丸くなってきましたか 

2 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 21 

問 20 

⑧以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思い

ますか 

2 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 
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問 21 

問 20 
⑨杖を使っていますか 

2 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 13 

問 13 
現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか

2 「5.5 種類以上」 

0 1～4 または 6 

★合計が 6 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

④低栄養 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 22 

問 21 

①6カ月間で2～3㎏以上の体重減少がありました

か 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 11 

問 12 
ＢＭＩ（体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）） 

1 18.5 未満 

0 18.5 以上 

★合計が 2 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

⑤口腔機能 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 22 

問 21 

②半年前に比べて固いものが食べにくくなりまし

たか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 22 

問 21 
③お茶や汁物等でむせることがありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 22 

問 21 
④口の渇きが気になりますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★合計が 2 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

⑥認知機能 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 24 

問 23 

①周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘

れがあると言われますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 

②自分で電話番号を調べて、電話をかけることを

していますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 24 

問 23 
③今日が何月何日かわからない時がありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★合計が 1 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 
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⑦認知機能障害 

 

 

 

 
 1.困難なくできる 4.ほとんど判断できない 

 2.いくらか困難であるが、できる 

 3.判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

 

 

 

 

 

 
該当なし 

 

 

 

 

 

 

 1 項目該当 2 項目以上該当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 1.できる 

 2.介助があれば 

 該当なし 1項目該当 2項目該当 できる 3.できない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※問番号：「熟年者の健康と生きがいに関する調査」（「介護保険サービス利用に関する調査」） 

●問 25（24） その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか 

以下の該当項目数をカウント 

 

●問24（23）④ 5分前のことが思い出せますか  

2.いいえ 

●問25（24） その日の活動を自分で判断できますか 

2.いくらか困難であるが、できる 

3.判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

●問26（25） 人に自分の考えをうまく伝えられますか 

2.いくらか困難であるが、伝えられる 

3.あまり伝えられない 

4.ほとんど伝えられない 

以下の該当項目数をカウント 

 

●問25（24） その日の活動を自分で判断できますか 

3.判断するときに、他人からの合図や見守りが必要

●問26（25） 人に自分の考えをうまく伝えられますか 

3.あまり伝えられない 

4.ほとんど伝えられない 

●問 20（17）⑥ 自分でご飯を食べる 

0レベル 

障害なし 

6レベル 

最重度の 

障害がある

5レベル 

重度の 

障害がある 

4レベル 

やや重度の

障害がある

3レベル 

中等度の 

障害がある

2レベル 

軽度の 

障害がある

1レベル 

境界的 

である 
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⑧虚弱（全般的な機能低下） 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 20 

問 17 
①バスや電車で一人で外出する 

1 
「2.できるがしていない」 

「3.できない」 

0 「1.している」 

問 20 

問 17 
②日用品の買い物をする 

1 
「2.できるがしていない」 

「3.できない」 

0 「1.している」 

問 20 

問 17 
⑤預貯金の出し入れをする 

1 
「2.できるがしていない」 

「3.できない」 

0 「1.している」 

問 23 

問 22 
⑤友人の家を訪ねていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 23 

問 22 
⑥家族や友人の相談にのっていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 

①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています

か 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 

②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ちあ

がっていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 
③15 分位続けて歩いていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 21 

問 20 
⑤この 1 年間に転んだことはありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 21 

問 20 
⑥転倒に対する不安は大きいですか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 22 

問 21 

①6カ月間で2～3㎏以上の体重減少がありました

か 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 11 

問 12 
ＢＭＩ（体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）） 

1 18.5 未満 

0 18.5 以上 

問 22 

問 21 

②半年前に比べて固いものが食べにくくなりまし

たか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 22 

問 21 
③お茶や汁物等でむせることがありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 22 

問 21 
④口の渇きが気になりますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 27 

問 27 
どのくらい外出をしていますか 

1 「5.週 1 日より少ない」 

0 1～4 
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問 21 

問 20 
④昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 

①周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘

れがあると言われますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 

②自分で電話番号を調べて、電話をかけることを

していますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 24 

問 23 
③今日が何月何日かわからない時がありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★合計が 10 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

⑨うつ 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 24 

問 23 
⑤（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 

⑥（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたこと

が、楽しめなくなった 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 

⑦（ここ２週間）以前は楽にできていたことが、今で

はおっくうに感じられる 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 
⑧（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 24 

問 23 
⑨（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★合計が 2 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 
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（２）日常生活の自立度 

①手段的日常生活動作（ＩＡＤＬ） 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 20 

問 17 
①バスや電車で一人で外出する 

1 
「1.している」 

「2.できるがしていない」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
②日用品の買物をする 

1 
「1.している」 

「2.できるがしていない」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
③自分で食事の用意をする 

1 
「1.している」 

「2.できるがしていない」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
④請求書の支払いをする 

1 
「1.している」 

「2.できるがしていない」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑤預貯金の出し入れをする 

1 
「1.している」 

「2.できるがしていない」 

0 「3.できない」 

★5 点を「高い」、4 点を「やや低い」、0～3 点を「低い」と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 
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②日常生活動作（ＡＤＬ） 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 20 

問 17 
⑥自分でご飯を食べる 

10 「1.できる」 

5 「2.介助があればできる」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑦ベッド（寝床）へ移動する 

15 「1.できる」 

10 「2.介助があればできる」 

5 
「3.できない」 

（⑨が「1.できる」「2.支えが必要」の場合） 

0 
「3.できない」 

（⑨が「3.できない」の場合） 

問 20 

問 17 
⑧洗面や歯磨きをする 

5 「1.できる」 

0 「2.介助があればできる」「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑩トイレで排泄をする 

10 「1.できる」 

5 「2.介助があればできる」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑪自分で入浴をする 

5 「1.できる」 

0 「2.介助があればできる」「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑫50 メートル以上歩く 

15 「1.できる」 

10 「2.介助があればできる」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑬階段を昇り降りする 

10 「1.できる」 

5 「2.介助があればできる」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑭自分で着替えをする 

10 「1.できる」 

5 「2.介助があればできる」 

0 「3.できない」 

問 20 

問 17 
⑮大便の失敗 

10 「1.ない」 

5 「2.ときどきある」 

0 「3.よくある」 

問 20 

問 17 
⑯尿漏れや尿失禁 

10 「1.ない」 

5 「2.ときどきある」 

0 「3.よくある」 

★100 点を「自立」、60 点以下を「起居移動に介助が必要」、40 点以下を「ほぼすべてに介助が必要」と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 
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（３）社会参加 

①知的能動性 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 23 

問 22 

①年金などの書類（役所や病院などに出す）が書

けますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 23 

問 22 
②新聞を読んでいますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 23 

問 22 
③本や雑誌を読んでいますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 23 

問 22 

④健康についての記事や番組に関心があります

か 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★4 点を「高い」、3 点を「やや低い」、0～2 点を「低い」と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 

 

②社会的役割 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 23 

問 22 
⑤友人の家を訪ねていますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 23 

問 22 
⑥家族や友人の相談にのっていますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 23 

問 22 
⑦病人を見舞うことができますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 23 

問 22 
⑧若い人に自分から話しかけることがありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★4 点を「高い」、3 点を「やや低い」、0～2 点を「低い」と判定 

※問番号：上段「熟年者の健康と生きがいに関する調査」、下段「介護保険サービス利用に関する調査」 
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（４）生活機能（基本チェックリスト） 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 10 

問 8  
①バスや電車で一人で外出していますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
②日用品の買い物をしていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
③預貯金の出し入れをしていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
④友人の家を訪ねていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
⑤家族や友人の相談にのっていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
⑥階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  

⑦椅子に座った状態から何にもつかまらずに立ち上がってい

ますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
⑧15 分間位続けて歩いていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
⑨この 1 年間に転んだことがありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑩転倒に対する不安は大きいですか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑪6 か月間で 2～3 ㎏以上の体重減少がありましたか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 9 

問 9 
ＢＭＩ（体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）） 

1 18.5 未満 

0 18.5 以上 

問 10 

問 8  
⑫半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑬お茶や汁物等でむせることがありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑭口の渇きが気になりますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑮週に 1 回以上は外出していますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
⑯昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 
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問 10 

問 8  

⑰周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると

言われますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑱自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 

1 「2.いいえ」 

0 「1.はい」 

問 10 

問 8  
⑲今日が何月何日かわからない時がありますか 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
⑳（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
㉑（ここ２週間）楽しんでやれたことが、楽しめなくなった 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  

㉒（ここ２週間）以前は楽にできたことが、今ではおっくうに感じ

られる 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
㉓（ここ２週間）自分は役に立つ人間だと思えない 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

問 10 

問 8  
㉔（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 

1 「1.はい」 

0 「2.いいえ」 

★運動器機能の低下：⑥～⑩の合計が 3 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

★閉じこもり：⑮の 1 点でリスクあり（該当者）と判定 

★低栄養：⑪とＢＭＩの合計合計が 2 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

★口腔機能の低下：⑫～⑭の合計が 2 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

★虚弱：①～⑲とＢＭＩの合計が 10 点以上でリスクあり（該当者）と判定 

※問番号：上段「介護予防に関する調査」、下段「熟年者のお元気度チェック調査」 
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２．調査票 

（１）熟年者の健康と生きがいに関する調査 
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（２）介護予防に関する調査 
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（３）介護保険サービス利用に関する調査 
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（４）熟年者のお元気度チェック調査 
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（５）介護保険サービス事業者調査 
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（６）介護支援専門員調査 
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３．用語解説（あいうえお順） 

【あ】 

ＩＡＤＬ（手段的日常生活動作）：日常生活における生活機能の評価を行う指標のひとつ

で、交通機関の利用、家事、金銭管理など日常生活を送るために必要な動作のこと。 

アセスメント：利用者のニーズを把握するための事前評価、初期評価のこと。介護保険

においては、ケアプラン作成時、要介護者等の状態を把握し、効率的・効果的なプラ

ンを作るために課題分析を行うための情報の整理の手法。 

インフォーマルサービス：家族や友人、地域住民、ボランティアなどによる援助・支援。 

営利法人：営利を目的として事業を営む法人。事業活動によって得た利益を構成員に分

配することを目的とする会社。 

ＡＤＬ（日常生活動作）：日常生活における生活機能の評価を行う指標のひとつで、食事、

移動、整容、トイレ動作、入浴など日常生活を送るために必要な基本的な身体動作の

こと。 

ＮＰＯ：民間非営利組織（Non-Profit Organization）の略称で、営利を目的としない

活動を行う団体の総称。 

ＯＪＴ：職場において、上司や先輩から具体的な仕事を通じて、職務上のトレーニング

教育を受けること。 

 

【か】 

介護支援専門員(ケアマネジャー)：介護保険サービス利用者等から依頼を受けて、利用

者の健康状態や家族状況、希望などを把握し、最も適切なサービスを組み合わせた計

画（ケアプラン）を作成し、サービスが円滑・適正に提供されるよう調整等を行う専

門職。 

介護従事者向け研修：東京都が訪問介護事業所や介護施設等で働いている介護従事者を

対象に実施している研修。介護職員スキルアップ研修、介護支援専門員の研修、訪問

リハビリテーション専門人材育成研修の 3種類がある。 

介護保険施設：介護保険法に規定する施設サービスを提供する施設。介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）、介護老人保健施設、介護療養型医療施設の 3種類がある。 

介護予防：熟年者が要介護状態になるのを防いだり、要介護状態の人が悪化するのを防

ぎ、改善を図ること。 

介護療養型医療施設：長期にわたる療養を必要とする熟年者が、一定基準を満たした病

院・病棟で、介護その他の世話及び機能訓練、その他の必要な医療を受けることがで

きる施設。 
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介護老人福祉施設：常に介護が必要な熟年者が、入浴・食事・排せつ等の介護、日常生

活上の世話、機能訓練、健康管理及び療養上の世話を受けることができる施設。特別

養護老人ホーム。 

介護老人保健施設：症状が慢性期にある熟年者が、在宅復帰をめざし、リハビリテーシ

ョンを中心に、看護、医学的管理の下で介護、機能訓練、必要な医療及び日常生活上

の世話を受けることができる施設。 

キャリアパス：介護職員が将来展望を持って介護の職場で働き続けることができるよう、

介護職員の能力､資格､経験等に応じた処遇を定めておくこと。 

居宅介護支援：適切に介護保険サービスを利用できるようにするため、利用者の依頼の

もと、介護支援専門員（ケアマネジャー）が立てる居宅介護サービスの計画のこと。 

居宅療養管理指導：医師、歯科医師、看護師、薬剤師、管理栄養士などが家庭を訪問し、

療養上の管理や指導、助言等を受ける介護保険サービス。 

くすのきカルチャー教室：熟年者が趣味を活かし教養を高め、生き生きとした毎日を過

ごせるように、江戸川区が開講しているカルチャー教室。 

くすのきクラブ：江戸川区在住の 60 歳以上の熟年者が、健康づくりや仲間づくりを目的

に組織化された団体。 

ケアハウス：日常生活を行うことは出来るが、身体機能が低下しつつあるため、自立し

た生活が不安な熟年者が利用することができる施設。介護が必要となった場合、ホー

ムが提供する介護サービスを利用しながら生活することができるものと、外部の介護

保険サービス（訪問介護等）を利用しながら生活することができるものがある。軽費

老人ホームの一種。 

ケアプラン：利用者の心身状態、住宅の状況、本人及び家族の希望などを聞いた上で介

護支援専門員（ケアマネジャー）がどのような介護保険サービスをいつ、どれだけ利

用するかを決める計画。 

ケアマネジメント：利用者の必要なサービスを見極め、複数のサービスを組みあわせ、

総合的に提供されるよう調整を行い、サービスを適切に実施、また、効果を評価する

一連の作業。 

権利擁護：自己の権利を表明することが困難な寝たきりの熟年者や、認知症の熟年者、

障害者を支援し代弁すること。 

高齢者向け住宅：段差がない、支援員が配置されているなど、熟年者が安心して居住で

きるように配慮した住宅。サービス付き高齢者向け住宅、高齢者向け優良賃貸住宅、

シルバーピア、シルバーハウジングなどがある。 
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【さ】 

サービス担当者会議：ケアプランを作成する際、原案の段階で、担当のケアマネジャー

を中心に、介護サービスを提供する事業者やサービスにかかわる担当者（ホームヘル

パーやデイサービス担当者など）、利用者本人やその家族、医師などが集まって、各々

の立場から意見を述べサービスを検討する会議のこと。 

社会的役割：日常生活における生活機能の評価を行う指標のひとつで、地域で社会的な

役割を果たす能力のこと。 

社会福祉法人：社会福祉事業を行うことを目的として設立された公益法人。 

熟年者：60 歳以上の方に対し、円熟した人格、熟慮できる知恵、熟達した技量を持つ方

として、江戸川区で用いている呼称。 

熟年人材センター：江戸川区におけるシルバー人材センターの愛称。 

熟年相談室：江戸川区における地域包括支援センターの愛称。 

熟年ふれあいセンター：身体的理由などから家庭内に閉じこもりがちな方に、会食や民

謡などの趣味・いきがい活動および健康体操などの介護予防活動を実施している機関。 

小規模多機能型居宅介護：利用者の状態や必要に応じて、「通い」を中心に「泊まり」「訪

問」の 3サービスを組み合わせて受ける介護保険サービス。 

成年後見制度：判断能力の不十分な認知症高齢者や知的障害者、精神障害者等を保護す

るため、本人の財産管理や身上監護を適切な保護者（後見人・保佐人・補助人）が代

行して行う民法上の制度。 

 

【た】 

短期入所療養介護：介護老人保健施設や介護療養型医療施設などに短期間入所し、看護

や医学的管理下における介護、機能訓練、その他必要な医療、日常生活上の支援を受

ける介護保険サービス。 

地域包括支援センター：地域住民の心身の健康維持や生活の安定、保健・福祉・医療の

向上、財産管理、虐待防止など様々な課題に対して、地域における総合的なマネジメ

ントを担い、課題解決に向けた取り組みを実践していくことを主な業務としている機

関。平成 18 年度創設。平成 24 年 4 月 1 日から江戸川区での愛称は「熟年相談室」。 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護：入浴・排せつ・食事などの介護、日常生

活上の支援や機能訓練、健康管理と療養上の支援を定員が 29 名以下の小規模な特別養

護老人ホームで受ける介護保険サービス。平成 18 年度創設。 

知的能動性：日常生活における生活機能の評価を行う指標のひとつで、余暇や創作など

生活を楽しむ能力のこと。 

通所介護：施設に通って、入浴、排せつ、食事などの介護、その他の日常生活上の世話

や機能訓練を受ける介護保険サービス。 



 

411 

通所リハビリテーション：介護老人保健施設、病院、診療所その他の医療施設に通って、

主治医の指示に基づいて、理学療法、作業療法その他必要なリハビリテーションを受

ける介護保険サービス。 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護：日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護の提供

を一体的に受ける介護保険サービス。平成 24 年度創設。 

登録事業者：たんの吸引等を行うことができる介護サービス事業者。 

特定施設入居者生活介護：自宅にいるのと同じように介護保険を利用して、入浴、排せ

つ、食事などの介護その他の日常生活上の世話や機能訓練、療養上の世話を受ける介

護保険サービス。 

特定福祉用具販売：福祉用具のうち、入浴や排せつ関連の用具（特定福祉用具）を介護

保険を利用して購入することができるサービス。 

 

【な】 

二次予防事業：生活機能チェックの結果等から、生活機能の低下者を選定する二次予防

事業対象者把握事業や生活機能の低下者を対象に実施する熟年いきいきトレーニング

等の介護予防プログラム事業のこと。 

日常生活機能：歩行、食事、排せつ、入浴及び着脱衣などの日常生活を独力で営む能力

のこと。 

認知症ケアパス：認知症の人が認知症を発症したときから、生活機能障害が進行してい

く中で、その進行状況にあわせていつ、どこで、どのような医療・介護サービスを受

ければよいのかをあらかじめ標準的に決めておくこと。 

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）：認知症の熟年者が、9人以内を 1グルー

プとし、共同生活を送り、入浴や食事等の日常生活上の介護サービスを受けることが

できる入居施設。 

 

【は】 

ＢＭＩ：身長からみた体重の割合を示す体格指数で、Body Mass Index（肥満指数）の略

称。体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）で算出。 

複合型サービス：医療ニーズの高い熟年者が、小規模多機能型居宅介護と訪問看護のサ

ービスを組み合わせて提供を受ける介護保険サービス。 

福祉用具貸与：車椅子や介護用ベッドなど、要介護者の日常生活上の便宜を図ったり、

機能訓練をするための福祉用具を借りることができる介護保険サービス。 

訪問介護：介護福祉士などの訪問より、入浴、排せつ、食事などの介護、調理、洗濯、

掃除などの家事、生活などに関する相談・助言、その他の必要な日常生活上の支援を

受ける介護保険サービス。 
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訪問看護：訪問看護ステーションの看護師などの訪問により、看護ケアの提供、自立へ

の援助、療養生活の支援を受ける介護保険サービス。 

訪問入浴介護：浴槽を積んだ入浴車などの訪問と入浴の介助を受ける介護保険サービス。 

訪問リハビリテーション：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などの訪問により、主

治医の指示に基づいて、理学療法、作業療法その他必要なリハビリテーションを受け

る介護保険サービス。 

ボランティア：自主的に無償で社会活動などに参加し、奉仕活動をする人。 

 

【ま】 

看取り介護：近い将来に死に至ることが予見される方に対し、その身体的・精神的苦痛、

苦悩をできるだけ緩和し、最期まで尊厳を保ち、安らかな気持ちで生きることができ

るように支援すること。 

メンター制度：職場において、上司とは別に指導・相談役となる先輩社員が新入社員の

サポートをする制度。 

 

【や】 

有料老人ホーム：熟年者が暮らしやすいように配慮され、食事や介護の提供、洗濯・掃

除等の家事、健康管理などの日常生活を送るうえで必要なサービスを受けることがで

きる住まい。 

要介護度：介護保険サービスの利用を希望する人が、介護保険の対象となるかどうか、

またどのくらいの介護を必要とするかを公平に判定するもの。介護度は 7段階と非該

当（自立）に分かれている。 

 

【ら】 

リズム運動：区内在住の 60 歳以上の方を対象に行っているマンボ・ルンバ・ワルツとい

った社交ダンスをベースとした軽運動で江戸川区独自の運動。 
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